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郡小学校区 ワークショップ実施概要 

 

テーマ 郡校区の今とこれからの担い手でまちづくりを考える 

実施内容 

第１回 

令和元年 11 月 22 日（金）19 時-21 時 31 人 

郡のまちのこれから編 

「グループで話し合う現在と未来のまちについて」 

第 2 回 

令和 2 年 1 月 22 日（水）19 時-21 時 30 人 

組織運営・若者の参加編 

「次の担い手が参加しやすくなるまちづくり」 

第 3 回 

令和 2 年 2 月 5 日（水）19 時-21 時 24 人 

解決策を考える編 

「１、２回の課題について解決法を考えてみる」 

結果概要 

〇広報のあり方について 

・SNS や LINE を使った広報→地域の若者が講師で高齢者が生徒となる。 

・回覧板→目次をつけるとわかりやすい。 

・地域情報誌→団体の紹介やスケジュールの掲載が必要。全戸配布、HP の作成 

 

〇交流の場・イベントについて 

・イベントの打合せは食事しながら、会議終わりの飲み会やイベント後の打ち上げ 

 →こおり食堂（多世代交流の場） 

・行事役員の紹介→役員さんの顔を掲載した案内 

・行事カレンダーの作成、時期の見直し  

 

〇その他 

・郡の「ゆるキャラ」をつくる。ひまわりを題材とした「ゆるキャラ」 

・地域のイベントにキャッチコピーをつける。 

 

来年度以降

に向けて 

・回覧板など各種広報物についての見やすさ、読みやすさ検討 

・SNS を使った発信や勉強会の実施 

・会議やイベント後の懇親会など、無理のないつながりの場の検討 

・若者、若いお父さんの巻き込み方の検討→若い方中心の部会をつくる。 

・有償ボランティアのあり方を検討する。 

 

 

 

 



【WS の様子：写真】 
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第３回 

 

 

  



郡校区ワーク ショ ッ プ
まと め

日時 テーマ 内容

令和2 年1 1 月2 2 日
1 9 時～2 1 時

郡のまち のこ れから 編
グループで話し 合う 現在と 未来の
まちについて

郡の現状と 未来を 話し 合います。
暮ら し のなかでの困り ごと や気になる こ
と を 話す現状と 郡がこ う なっ てほし い・
こ う なっ たら いやだを 想像し て話す未来。

どのよ う なこ と を 感じ ている のか、 たく
さ んの意見を 出し ていただく 場です。

令和2 年1 月2 2 日
1 9 時～2 1 時

組織運営・ 若者の参加編
次の担い手が参加し やすく なる
まちづく り について

若手世代(5 0 歳以下)のみなさ んと 現役世
代(5 0 歳以上)のみなさ んにグループを わ
け、 シーン別に若手が参加し にく いと 思
う 状況や工夫を 話し 合います。

若手が参加し やすいまち づく り を 考えて
いき ます。

令和2 年2 月5 日
1 9 時～2 1 時

解決策を 考える 編
1 、 2 回目の課題について解決法を
考えてみる

2 回目で出てき たみなさ んの意見をも と に、
テーマを 設定し まし た。 実施する と き に
必要になっ てく る ヒ ト やモノ についても
検討し 、 より 具体的な取組と し ます。

はじ めの一歩を 決めていただき 、 行動し
やすく し ます。

・ 1 、 2 回目は若手世代(5 0 歳以下)のグループ・ 現役世代(5 0 歳以上)グループにわけて実施
・ 3 回目は世代関係なし のグループで実施

全3 回のワーク ショ ッ プの内容



郡校区ワーク ショ ッ プ

第Ⅰ回の概要

郡のまち のこ れから 編

グループで話し 合う 現在と 未来のまちについて

郡の現状と 未来を話し 合う を テーマに、 暮ら し のなかでの困り ごと
や気になる こ と を 話す現状と 郡が「 こ う なっ てほし い・ こ う なっ たら
いやだ」 を 想像し て話し 、 日頃どのよ う なこ と を 感じ ているのか、 た
く さ んの意見を 出し ていただく 話し 合いを 行いまし た。

第1 回目 郡のまちのこ れから 編
グループで話し 合う 現在と 未来のまちについて

郡校区の現状を 共有する： 「 気になっ ているこ と 」 「 まちの困り ごと 」 、 「 まだでき ていないこ と 」
郡校区の未来を 共有する： 郡校区のより よい未来のすがたはどんな姿？



第1 回目 郡のまちのこ れから 編
グループで話し 合う 現在と 未来のまちについて（ グループ別）

・ 神社、 田園、 緑が豊か
・ 行事に積極的、 自発的
・ 子ども の育つ環境づく り 、 子ども の見守り
・ 放課後教室が毎日ある
・ 年配の方が自治会長を さ れていて元気
・ 近隣と のコ ミ ュ ニケーショ ンが活発
・ 地域のネッ ト ワーク が強い
・ 文化祭の作品が多い
・ 祭が活発

・ 車や自転車の運転マナー
・ 街灯が少ない、 暗い箇所がある
・ 道が狭い、 危険箇所がある
・ タ バコ のポイ 捨てが多い
・ 一人暮ら し の高齢者がこ も り がち
・ 介護施設が少ない
・ 放課後教室の参加者が減っ ている
・ 自治会役員の負担の増加
・ 役員の仕事がわから ない

・ 楽し いイ ベント がも っ と あっ てほし い
・ 自治会の全戸加入
・ 防災、 避難所が増えてほし い
・ 年配の方の健康寿命が伸びてほし い
・ イ ベント のでき る公園を つく っ てほし い
・ 役員さ んがも っ と 楽になる仕組み
・ 役員のなり 手がスムーズに見つかる仕組み
・ 車、 自転車のマナーが良く なっ てほし い

・ 特になし

第1 回目 郡のまちのこ れから 編
グループで話し 合う 現在と 未来のまちについて（ グループ別）

・ 静かで安全な環境
・ 人のつながり が強い
・ 自然が豊か
・ 自治会活動が活発
・ 神社が立派なも のがある
・ 弁天様の花火がよく 見える
・ バスツアーがたく さ んある

・ 少子高齢化が深刻に感じ る
・ 池が多く て危ない
・ 地域によっ てバス停が遠く 不便
・ 交通量が多く て危ない
・ 自転車が多く て危ない道路がある
・ 自治会に新し い方に加入し て頂けない

・ お店がも っ と 増えてほし い
・ 挨拶、 声かけが盛んな地域になっ てほし い
・ 高齢者があつまれる 場
・ 若い人たちがあつまれる場
・ 道幅を も っ と 広げてほし い
・ マイ ク ロ バスを 通し てほし い

・ 自然が減っ ていく
・ 児童が減少し 学校が閉校さ れる
・ 空き 家が増加し ていく
・ 親と 子ども の別居が増える
・ 地域活動に関心が無く なり 参加者が減る
・ 活気が無く なっ ていく
・ 渋滞が増える



第1 回目 郡のまちのこ れから 編
グループで話し 合う 現在と 未来のまちについて（ グループ別）

・ 自然が多い
・ 歴史のある街
・ 子ども がし っ かり 挨拶でき る
・ 放課後教室が活発
・ 地域行事が活発
・ 交通事故が少ない
・ 地域力がある

・ 防災意識が薄い
・ 自然災害の心配が増し ている
・ 校区が広く てカ バーでき ない
・ 道路や交通の問題が深刻
・ 役員候補と 加入率の減少

・ 公園を も っ と つく っ てほし い
・ 自治会館の数を 増やし てほし い
・ 道路を し っ かり 整備し てほし い
・ 助け合いの心を 育む
・ 住みたいと 思える街になっ てほし い
・ 次の担い手が豊かになっ てほし い
・ 子ども が増える街

・ まちの担い手がいない街
・ 子ども が減っ ていく
・ 地域行事が無く なっ ていく
・ 知ら ぬふり 、 無関心の増加
・ 交通渋滞の増加
・ 自治会加入率の低下

第1 回目 郡のまちのこ れから 編
グループで話し 合う 現在と 未来のまちについて（ グループ別）

・ 元気な高齢者が多い
・ 若い人が少し ずつ転入し てく る
・ 静かで住みやすい
・ 周り に必要なも のが揃っ ている
・ 終の棲家になっ ている
・ 防災訓練に力を 入れている

・ 自治会の運営に課題が多い
役員が回っ てく ると 辞めてし まう 方も いる
当番を やら ずにメ リ ッ ト だけう けたい方
自治会に入るメ リ ッ ト が見えない
活動者がいつも 同じ になる
課題を も っ ている人の情報が入っ てこ ない

・ 高齢者の楽し める場が少ない
ひき こ も り がち になっ てし まう

・ 防災と 高齢者問題を 考えていく 場
・ 子ども を 連れて地域行事に参加でき る
・ 若い人の思いを 聞く 場
・ どこ かで誰かと つながれている 街
・ 好き なこ と や趣味でつながる街
・ 住んでよ かっ たと 思える街
・ 行事の負担を 少なく し たい

・ 特になし



第1 回目 郡のまちのこ れから 編
グループで話し 合う 現在と 未来のまちについて（ グループ別）

・ 子ども の見守り 体制がある
・ ボラ ンティ ア活動が活発
・ つながり 、 自治会の仲がいい
・ 自然が豊か
・ イ ベント 、 集まり への参加が多い
・ 挨拶ができ る関係がある
・ 放課後教室があり がたい

・ つながり 、 挨拶ができ る 関係のう すれ
・ 自転車、 車の交通問題、 マナー
・ 防災活動への意識が低い
・ 防犯カ メ ラ が少ない
・ 少子高齢化
・ 自治会の加入者減少
・ ゴミ やタ バコ のマナー

・ も っ と 街で仲良く し たい
・ 挨拶ができ る関係性
・ 高齢者と 子ども のコ ミ ュ ニケーショ ン
・ 参加でき る行事が多い
・ 車のマナー改善
・ 子ども と 同居でき る 街
・ 集まれる 場がたく さ んある街

・ 環境が維持さ れない
・ 戸建てがなく マンショ ンばかり が増加する
・ 若者の視点や意見を 邪魔する街
・ 自治会のあり 方が変わら ない
・ 災害が頻繁に起こ る
・ まちや人への関心がなく なる

第1 回目 郡のまちのこ れから 編
グループで話し 合う 現在と 未来のまちについて

・ 自然が豊かである /暮ら し やすい環境
・ 子ども の見守り 活動が活発
・ 年配の方が元気
・ 自治会、 地域行事(祭)が活発
・ 放課後子ども 教室があり がたい
・ 近隣と のコ ミ ュ ニケーショ ンが活発

・ 年配の方がいき いき と 健康なまち
・ 好き なこ と や趣味でつながる 環境
・ 子連れで参加でき る よう なイ ベン ト
・ 役員の負担が減る よ う な運営方法の模索
・ 自治会に全戸加入し てほし い(よ り 平等に)
・ 若い人が集まる 場所がも っ と あっ てほし い
・ 公園がも っ と 増えてほし い
・ 防災の課題、 避難所がも っ と 増えてほし い
・ 住みたいと 思える まちになっ てほし い

・ 街灯が少なく て暗い、 交通量、 交通マナー
・ ひと り 暮ら し の高齢者、 引き こ も り がち
・ 放課後教室の子ども が減っ てき ている
・ 自治会、 こ ども 会の役員の高齢化、 不足
・ 新し い方の自治会への参加が少ない
・ 活動がいつも 一緒になっ てし まう

・ 地域活動や人に無関心なまち
・ 自治会のメ ン バーが固定化さ れる よう なまち
・ 担い手がいないまち
・ 子ども が減っ たり 、 学校がなく なっ ていく まち
・ 地域の行事が理由なく 減っ ていく よう なまち
・ 若者の視点や意見を 邪魔する よ う なまち

赤文字は各テーブル共有し ているも の



郡校区ワーク ショ ッ プ

第2 回の概要

組織運営・ 若者の参加編

次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について

若手世代(5 0 歳以下)のみなさ んと 現役世代(5 0 歳以上)のみなさ んに
グループを わけ、 シーン 別に若手が参加し にく いと 思う 状況や工夫を
考えていく こ と で、 若手世代が参加し やすいまち づく り を 考える 話し
合いを 行いまし た。

第2 回目 組織運営・ 若者の参加編
次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について(グループ別)

状況 工夫

広報

・ 回覧版が回ら ない
・ 一方通行のコ ミ ュ ニケーショ ンが多い
・ アナログな印象を受ける
・ 事後報告が多い

・ 回覧版だけでなく 、 チラ シの全戸配布の仕組みを
利用する

・ SNSを利用する

会議

・ 若者にと っ て、 参加し なく ても 困ら ない内容になっ て
いる

・ 共働きのため、 昼間の会議には参加し づら い

・ 参加者のバラ ンスと し て男女比に偏り がある
・ 決まっ たこ と だけを伝えるこ と が多い

・ さ まざまな意見を受け入れら れる場にする
・ 参加者が必ず発言できるよう に進行する
・ 細かく アンケート をと る

イ ベン ト

・ 若者が興味を持つイベント が行われていない
・ 限ら れた人だけで運営し ている
・ 終日のイ ベント は参加が難し い

・ 小さ い子ども と 一緒に参加できるイ ベント が少ない

・ お金を使っ てイ ベント を増やす
・ 子ども たちが参加できる行事を増やす
・ 学びの場を多く つく る

・ 各種団体が連携・ 協力する

その他

・ 若い人（ 親） 同士の話し 合いがほと んどない
・ 独身者が多い
・ 若い人がどこ にいるのか把握できていない

・ メ ンバーの多様性に欠けている
・ 惰性で続けている印象がある

・ 年長の方に叱ら れるこ と が多い
・ 一度入っ たら 抜けら れないイメ ージがある
・ 行事が続く と し んどい

・ 若者の意見を受け入れる。 忍耐強く 見守る。
・ 自分の家族と 同じ よう に優し く 接する
・ 一人に役が集中し ないよう にする

・ 懇親会などを開催し 、 横のつながり を強く する
・ 自主防災組織を立ち上げ、 参加し ても ら う



第2 回目 組織運営・ 若者の参加編
次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について(グループ別)

状況 工夫

広報

・ 内容がかたく 、 面白く ない
・ 自治会などと 日常的につながり がなく 、 お知ら せを

見ても わかり く い

・ 文字を少なく 、 写真を多く
・ ク イ ズ、 写真を多用
・ 見た目重視

・ イ ンスタ 映え
・ 見本を持参する

会議

・ かみく だいた説明がないため、 内容がわから ない
・ 会議時間が長い
・ 時間帯が合わない

・ 議題が分から ず、 当日になる
・ 意見を言う と 役をも ら っ てし まう

・ 時間を短く 、 内容を先に知ら せる
・ 終了時間を決める
・ 集めれる時間帯を設定

・ 和気あいあい
・ 負担軽減

イ ベント

・ 準備と 後始末の手伝いができない
・ めんどく さ い
・ 曜日が合わない

・ 自分の予定があり そちら を優先さ せる
・ 高齢者中心で入り づら い

・ 友達がいない

・ 若者が集えるコ ーナーの設置
・ 出やすい日程の設定

その他

・ 地域のこ と が分から ない
・ 休日の行事が出にく い

・ あいさ つ運動

第2 回目 組織運営・ 若者の参加編
次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について(グループ別)

状況 工夫

広報

・ 仕事と 日程があわない
・ 体力がない
・ イ ベント のキャ ッ チフ レーズがない
・ 文章の使い回し になっ ている

・ 若い方のアイ デアを活かし たイベント を宣伝する
・ 広報に日時だけでなく 基本内容を付け加える

会議

・ 時間が長い
・ ほと んどが予め決まっ ていて意見を言えない
・ ふるさ と まつり など枠が決まっ ている

・ どこ まで理解さ れていて、 どこ から 理解さ れていない
のかがわから ない

・ 事前に議題を知ら せておく
・ 話の内容や背景を共有する時間が必要
・ 入り 口は軽く する

・ 時間短縮、 若い人の参加し やすい日時への変更

イ ベン ト

・ 育成のための接点がない
・ 道具などの一覧表はあるが、 どこ にあるかわかっ てい

ない人が多い印象
・ 役割がきちんと 振ら れていない
・ 力仕事は女性には難し い？
・ なんのためのイ ベント か理解さ れていない

・ 行事の内容を若い人のアイ デアに任す
・ 若い人の案を否定し ない
・ 新し いイ ベント をやる
・ 行事のこ の指と まれ方式、 プロジェ ク ト 型へ

その他

・ 手伝っ ても ら う 際の指示役が少ない
・ 世話役になると 負担が大きい
・ それぞれの長が粛々と こ なすだけになっ ている

・ 組長が後継者を探す意識をも つ
・ 役員の人数も フ レキシブルに変えてみる
・ 責任感のある人を探す



第2 回目 組織運営・ 若者の参加編
次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について(グループ別)

状況 工夫

広報

・ 回覧を見てく れていない
・ 回覧物が一方通行で意見を聞けていない

・ 参加賞を出す
・ 直接会っ て話をすると 参加し てく れる
・ 当番など役割は参加し てく れる

・ カ ラ ー写真で楽し い様子を伝える
・ 行事の案内は全戸配布

・ 行事案内をデジタ ル化
・ 交流する日をあら かじ め決める

会議

・ 行事の参加者に偏り あり (お母さ ん多)
・ 自治会が何し ているかわから ない
・ 会議が長い

・ 食事を出すと 参加し てく れる ？
・ 土日にし てみるなど若者が参加し やすい工夫
・ 決めるこ と はさ っ さ と 決める、 時間は19 :3 0-20 :3 0  

・ 交流会を定期的に設ける

イ ベント

・ 子ども のテスト がかぶるなど時期がよく ない
・ イベント は楽し いので子ども は来るが親が来ない
・ 役員し か来ない
・ 参加し ている人が決まっ ているため馴染めない
・ 飲んだり 食べたり がない

・ 運動会は出てく れる
・ スタ ンプやポイ ント を集める
・ 行事と 重なら ないよう に時期を考える
・ 役員を若返ら せる

その他

・ 全会長が集まっ て話をする場を設ける
・ イ ベント も 全体で話をする
・ 顔見知り の関係を増やす工夫

第2 回目 組織運営・ 若者の参加編
次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について(グループ別)

状況 工夫

広報

・ チラ シのフ ォ ント が明朝体で固い
・ お知ら せは面白みがないので読まない
・ 内容が伝わら ない
・ 中身がパッ と 見でみえない
・ 掲示板にチラ シがあるが、 意識し ないと 見ない

・ 個人を特定するよう なお知ら せの仕方は難し い

・ フ ォ ント をも っ と 変えたら どう か
・ 文章も 強制感がでないよう 、 親し みがあるよう に
・ 子ども から 親に手渡し できるよう な仕組み
・ タ ーゲッ ト を明確に。

「 私に届いている」 と わかるよう に

・ イベント の後に次の参加の確認をする等、 直接会える
場を活かす

会議

・ 誰が参加し ているか顔が見えない
・ 私っ てこ の会議に必要なのかな？と 思う
・ 知り 合いが誰も いなく て、 自分1人だと 参加し にく い
・ メ ンバーが固定化さ れていて新人が参加し にく い
・ と びと びの参加だと 議論についていけない
・ 子育てで出ら れない
・ そも そも 話し 合う のではなく 報告の場になっ ている
・ 意見を言う と 会議が伸びてし まい、 他の方にも

申し 訳ない

・ 楽し いイ ベント やも の＋会議と いう 開催
・ 楽し いこ と をが目に見えるよう に
・ 聞く 会議と 話し 合う 会議を分けて、 行く 意味を明確に
・ おやつやお菓子がでる。 それを会長が率先し て食べる

イ ベン ト

・ そも そも みんな参加し ているのか
・ 防災訓練などいかないと いけないのはわかるが… 

ついつい忘れてし まう
・ 今回のよう なワーク ショ ッ プは参加し やすい

その他

・ そも そも 現役世代は働いているので「 参加し にく い」 ・ 参加できない時に、 LINEなどで会議の内容が速やかに
共有できる仕組み

・ LINEで意見が言える仕組み

・ ビデオチャ ッ ト などでネッ ト で参加できる仕組み



第2 回目 組織運営・ 若者の参加編
次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について

広報
5 0 歳以下 5 0 歳以上

状況

・ 明朝体は固い雰囲気が出る
・ パッ と みて中身や内容がわから ない
・ 面白みがあるやわら かい雰囲気
・ 回覧板、 掲示板し かお知ら せがない

・ 回覧板を 見ても ら えない
・ 事後報告が多い
・ 一方通行で意見を 聞けていない
・ 内容が固い、 おも し ろ く ない
・ 文章を 使いまわし ている
・ アナログな印象を 受ける

工夫

・ フ ォ ン ト を 変える
・ 強制感がでないよう な親し みやすさ
・ 子ども から 親に直接渡すよ う な仕組み
・ タ ーゲッ ト を 明確にし て「 私に届いた

も のだ」 と わかる よ う に
・ イ ベン ト の後に参加の確認を し たり 、

直接あう 場を 活かす

・ チラ シの全戸配布
・ SN Sの活用
・ 文字は少なく 写真を 多用
・ ク イ ズ
・ 直接会っ て話を する 機会を 増やす

赤文字はどちら の世代も 共通し ている意見
青文字はその世代にのみの特徴ある意見

第2 回目 組織運営・ 若者の参加編
次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について

会議
5 0 歳以下 5 0 歳以上

状況

・ 参加し ている 方の顔が見えない
・ 知り 合いがおら ず1 人だと 参加し にく い
・ 固定し たメ ンバー関係ができ ている
・ いける 範囲の参加だと 内容が飛び飛びで

議論についていけない
・ 話し 合いではなく 、 報告になっ ている
・ 意見を 言う と 会議が伸びて申し 訳ない
・ 子育てで時間帯によっ て参加でき ない

・ 参加し なく ても 困ら ない内容
・ 会議が長い
・ 決定事項が多く 意見を 言えない
・ 行事なども 決まっ ている
・ 共働き が多く 昼間は難し い
・ 決まっ た事の報告になっ ている

工夫

・ 楽し いも の＋会議などの組合わせ
・ 楽し いこ と が目に見える工夫
・ 聞く 会議と 話し 合う 会議を 分ける
・ なぜ参加する のか行く 意味を 明確にする
・ おやつがでる 、 会長が率先し て食べる
・ 参加でき ない際のLINEなどの内容共有
・ LINEで意見が言える仕組み
・ ビデオチャ ッ ト などでネッ ト で参加

・ 参加者が発言でき る場にする
・ 受け入れら れるよう な雰囲気
・ 時間を 短く 、 内容を 先に知ら せる
・ 若い人の参加し やすい時間や日程

の工夫
・ 食事を 出す

赤文字はどちら の世代も 共通し ている意見
青文字はその世代にのみの特徴ある意見



第2 回目 組織運営・ 若者の参加編
次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について

イ ベン ト
5 0 歳以下 5 0 歳以上

状況

・ 全体的にはみんな参加し ている 認識
・ そも そも みんな参加し ているのだろ

う か…と 思っ て参加し ている人と 参
加し ない人がいる

→結局誰も いない！と か、 知っ ている
人がいてよかっ たーと いう 気持ち

・ 防災訓練など いかなければいけない
のはわかる が、 つい忘れてし まう

・ 若者が興味を も つイ ベント が行われて
いない

・ 限ら れた人で運営し ている
・ 子ども と 参加でき るも のが少ない
・ 高齢者中心で入り にく い
・ 役割がふら れていない
・ イ ベン ト の意味が理解さ れていない
・ 飲み食いの交流がない

工夫

・ 何回も お便り がき たので今回も 行く
こ と にし た

・ 今回のワーク ショ ッ プ のよ う に意見
を 言う と か、 何を すればいいか、
わかっ ている も のは行き やすい

・ 行事や内容を 若者のアイ デアに任す
・ 新し いイ ベント を つく る
・ 行事のこ の指と まれ方式
・ 参加者が発言でき る 場にする
・ 受け入れら れるよう な雰囲気
・ 時間を 短く 、 内容を 先に知ら せる
・ 若者の参加し やすい時間や日程の工夫

赤文字はどちら の世代も 共通し ている意見
青文字はその世代にのみの特徴ある意見

第2 回目 組織運営・ 若者の参加編
次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について

その他
5 0 歳以下 5 0 歳以上

状況

・ そも そも 若者世代は働いている ので、 「 こ の
世代は参加し にく い」 と いう 前提で考える こ
と も 必要ではないか

・ 若い人同士の話し 合いの場がない
・ 独身者が多い、 居場所がわから ない
・ 惰性で粛々と 続ける 雰囲気
・ 高齢者に叱ら れるこ と が多い
・ 一度入っ たら 抜けら れない雰囲気
・ 手伝っ ても ら う 際の指示役が少ない

工夫

・ 若者の意見を 受け入れる、 見守る
・ 飲み会などを 行っ て横のつながり を 強

く する 、 顔見知り を 増やす
・ あいさ つ運動
・ 組長が後継者を 探す意識を 持つ
・ 前会長が集まっ て話を する場を 設ける

赤文字はどちら の世代も 共通し ている意見
青文字はその世代にのみの特徴ある意見



郡校区ワーク ショ ッ プ

第3 回の概要

解決策を 考える 編

1 、 2 回目の課題について解決法を 考えてみる

2 回目で世代別に出し た意見から 、 事務局が両世代共通の意見を も
と にテーマを設定し 、 具体的な取り 組みを 考えまし た。 こ れまで別れ
ていた世代別グループを ひと つにし て、 具体的なはじ めの一歩と し て
の取り 組みを考える話し 合いを 行いまし た。

第3 回目 解決策を考える編
1 、 2 回の課題について解決法を考えてみる

世代別で実施し た前回の意見から 両世代に共通する 項目を 運営事務局で整理し 、
4 つのテーマの中から 話し 合いたいテーマを 選んで頂き 話し 合いを 実施

A
若者が地域を 知るための入り 口や広報のあり 方を
具体的に考える！

B
若者と 地域が一緒に楽し める会議のあり 方やルールを
具体的に考える！

C
若者が地域と 混ざり 合う ための交流の場を
具体的に考える！

D その他、 こ の解決策を 考えたい！



第3 回目 解決策を考える編
1 、 2 回の課題について解決法を考えてみる(グループ別)

テーマ A.若者が地域を知るための入り 口や広報の在り 方を具体的に考える

具体的な取組やアイ ディ ア

【 掲示板】
・ 自治会のお知ら せだけでなく 、 サーク ルの活動の広報と し て使えないか

・ 手書き

・ 掲示板がも う 少し 大き ければ

【 まちづく り だよ り 】
・ 写真多め、 文字は少なく 大き め

・ 6 月と 1 2 月で年2 回

・ まち協が他団体から 原稿、 イ ベント の報告を も ら っ ている
・ ど の団体が何を し ている か分から ないから 団体紹介の掲載

・ 編集を 手伝っ てく れる 人を 募集、 募集文言の検討
→「 手伝っ て」 と 声を かける こ と は大事！

何を お願いし たいのか、 指示出し てく れればそのよ う に動ける 。 優し い声かけ

若い人は「 お手伝いし てなく ていいよ 」 と 言われる と 帰っ てし まう →優し く こ き つかう ！
「 手伝いまし ょ う か？」 と 聞かれたら 「 いいよ 」 ではなく 、 「 ぜひぜひ」 と 言う 。

若い人は、 頼り にさ れる と 嬉し く なる ！
・ 地域交流学習＠公民館

→小学校の委員会と し て話し てみる と おも し ろ い？

例)こ のイ ベン ト を し ている のは〇〇委員
(こ ども 会に入っ てる/入っ てないがある のでむずかし い→小学校と 応相談）

【 回覧板】

・ 認知症の方への回覧板を 最後に回すなど の工夫あり

・ 大事なこ と は大き な字でかわいく
・ 早めに回し ておかないと いけないと いう 気持ち があり 、 ゆっ く り 読めていない

・ 自分に関係ある も のは最低限みるけれど 。 。 。
・ １ 枚目に目次（ 手描き OK！PC OK！）

【 LIN E勉強会/スマホ勉強会】
・ 若者×シニア、 プ ラ イ ベート な話に発展でき る 可能性あり

【 自治会役員×こ ども 会×青少年 保護者交流】

・ 自治会はこ ど も 会の情報を 知ら ない。 こ ど も 会の活動何かサポート でき る かも し れない

→総会でイ ベン ト （ 交流の場） の提案
・ 総会の場でワーク ショ ッ プ に実施！？意見を 紙に書く など あれば◎

必要なも の

連携し たい人・ 団体 まちづく り 協議会、 公民館、 小学校の委員会、 こ ども 会

まずこ こ から 行動する

第3 回目 解決策を考える編
1 、 2 回の課題について解決法を考えてみる(グループ別)

テーマ C:地域が混ざり 合う ための交流の場を具体的に考える

具体的な取組やアイ ディ ア

【 タ ーゲッ ト 】
・ 3 0代~50代→後継者と し て

・ 公民館のイ ベント に出てきてほし い
・ 運営に参加し てほし い

・ 会議の際に若者が置いてきぼり になら ないよう な工夫が必要

【 きっ かけが必要】

・ 若者が主体になっ たイ ベント があれば◯
・ チラ シをかわいく する

・ 役が当たら なければ参加し やすいのでは

※できる時にできる人ができるこ と をする

【 懇親会】

・ 全体の取り 組みにし ていく
・ 会議終わり の懇親会、 交流会
・ 運動会のあと には打ち上げがある

→奉仕活動、 一斉清掃のあと に打ち上げ 、 交流会

必要なも の

連携し たい人・ 団体

まずこ こ から 行動する



第3 回目 解決策を考える編
1 、 2 回の課題について解決法を考えてみる(グループ別)

テーマ C:地域が混ざり 合う ための交流の場を具体的に考える

具体的な取組やアイ ディ ア

・ 対話の中で交流ができるよう にする
・ 知り 合いになるための場が必要

・ 写真入り の自治会役員紹介
・ 手渡し

・ 1 年間の行事がわかるよう なも の
・ 自治会が何をし ているか見える場

【 バージョ ンアッ プできるこ と 】
・ 懇親会打ち上げ

・ 文化祭、 も ちつき、 豚汁
・ スポーツレク リ エーショ ン
・ バス旅行
・ ふるさ と 祭り

必要なも の 年間スケジュ ールの地域全体の調整

連携し たい人・ 団体
・ お父さ ん、 お母さ ん（ 中学生も ）
・ PTAの役員さ ん、 会長 、 こ ども 会
・ 子ども

まずこ こ から 行動する

・ 出来る時にと いう 案内をする
・ 役を1つずつ分ける
・ 強制感のある仕組み

・ 見守り 隊、 PTAと の懇親会
・ 女性を勧誘
・ 知っ ている人に声かけを広げていく
・ あいさ つ活動のコ ミ ュ ニケーショ ン

第3 回目 解決策を考える編
1 、 2 回の課題について解決法を考えてみる(グループ別)

テーマ
A :若者が地域を知るための入り 口や広報の在り 方を具体的に考える

C： 地域が混ざり 合う ための交流の場を具体的に考える

具体的な取組やアイ ディ ア

・ 自治会加入を 宣伝

【 広報】

・ 広報部員の増員、 新設
・ 郡まち づく り H Pを 解説し 、 情報発信・ 収集

・ シルバー川柳
・ 文字を 大き く し て、 興味を 持っ ても ら う

・ ク イ ズを 掲示する

・ 写真等見る だけで興味
・ ポスタ ーに必ず去年の写真(加工あり )を 入れて着目し ても ら う

【 回覧板】

・ イ ベン ト 当日朝に、 開始時刻を メ ール配信

・ 表紙だけでも 掲示板に掲示する

【 みまも り 活動につなげる 】
・ コ ミ ュ ニケーショ ン を 兼ねて、 戸別訪問部員の新設（ 現状 回覧・ 掲示板）

【 運営委員を 公募】
・ 内容によ っ て全戸配布に広報

・ SN S/SM Sで会議の案内を 知ら す
・ 解体し てつく り なおす

【 SN S勉強会】
・ 私にも でき る と 思っ ても ら える案内

・ 会議の内容を あら かじ め伝えておく

【 お子様がいる よう な年代の家庭や独身の方へ】

・ SN Sでも ら える お得なイ ベン ト
・ 大学と の事業交流(企画段階から ）

・ 小学生にこ のまち を ど う する ？ と いう 話し 合いの場を も っ てみる
・ ゆる キャ ラ を イ ベン ト で交流 ⇒地域の方と ふれあい、 ひまわり のゆる キャ ラ

必要なも の
・ SN Sやスマホの使い方を 教えてく れる若者
・ 広報を 専門に行う 部隊

連携し たい人・ 団体
・ 大学（ 追手門・ 梅花・ 立命館）
・ ク イ ズ考えたい人、 川柳サーク ル

まずこ こ から 行動する

・ 新し い部会を つく る
・ SN S勉強会を やっ てみる

・ シルバー川柳

・ 文字を 大き く し て、 興味を 持っ ても ら う
・ ク イ ズを 掲示する

・ SN S/SM Sで会議の案内を 知ら せる



テーマ C:地域が混ざり 合う ための交流の場を具体的に考える

具体的な取組やアイ ディ ア

【 タ ーゲッ ト 】
3 0歳～50歳

【 集まる日】
土日の昼間に集まる

【 最初の一歩】
①小単位(5 世帯)程度でレク リ エーショ ン

②人脈「 若いお父さ んに声掛けする」
・ 交流の場を設ける

・ 若い人が参加できるよう な日時を選ぶ
・ 子ども 、 赤ちゃんを連れて来れる場や環境

③有償ボラ ンティ ア制度

【 次の一手】

ふるさ と 祭り
・ 実行委員会は決まっ たメ ンバーのため、 子ども にお手伝いから 始めても ら う

必要なも の

・ お金
・ 食事会のよう な場
・ 多世代交流の場

連携し たい人・ 団体 各種団体と 自治会の連携強化

まずこ こ から 行動する

第3 回目 解決策を考える編
1 、 2 回の課題について解決法を考えてみる(グループ別)

第3 回目 解決策を考える編
1 、 2 回の課題について解決法を考えてみる

テーマ A .若者が地域を 知る ための入り 口や広報の在り 方を 具体的に考える

具体的な取組やアイ ディ ア

［ 掲示板］
自治会のお知ら せに加えてサーク ル活動の広報と し て利用するのはどう か/手書き チラ シ
［ まち づく り だよ り ］
現在は、 まち協が他団体から イ ベント 報告の原稿を依頼し 、 それを掲載
写真多め、 文字は少なめ/手伝っ てく れる人を募集する文言の掲載/どの団体が何をし ているかわから ないため団体の紹介
を掲載/具体的な組織図
［ 回覧板］
自分に関係あるも のは最低限みているけれど。 。 /認知症の方には、 回覧板を最後にも っ ていく など工夫/1 枚目に目次を
付けておく こ と で回覧板の中身がわかる/表紙だけでも 掲示板に掲示する
［ SNS・ H P］
LINE、 スマホ勉強会/郡まちづく り HPを解説し 、 情報発信・ 収集/SNS・ SM Sで会議の案内/イ ベント 当日朝に、 開始時
刻をメ ール配信/送り 方や文面を考える、 画像中心の発信で短文/SNSでも ら えるお得なイ ベント
［ みまも り 活動につなげる ］
コ ミ ュ ニケーショ ンを兼ねて戸別訪問部員の新設（ 現状 回覧・ 掲示板） /写真等見るだけで興味/ポスタ ーに必ず去年の

(前回)写真(加工あり )を入れて着目し ても ら う
［ 運営委員を 公募］
内容によっ て全戸配布に広報 /広報部員の増員、 新設/解体し てつく り なおす！
［ その他］
シルバー川柳/ク イ ズを掲示/地域交流学習の際に、 小学校の委員会と 関連づけて地域の委員会を説明/若者にき ちんと 手
伝っ てほし いと 声をかけるこ と 大切/大学と の事業交流(企画段階から ） 追手門・ 梅花・ 立命館 /小学生にこ のまちどう す
る？ 話し 合いの場をも っ てみる

必要なも の SNSやスマホの使い方を教えてく れる若者 /広報を専門に行う 部隊

連携し たい人・ 団体 まちづく り 協議会/公民館/小学校の委員会/こ ども 会/大学/ク イ ズ考えたい人/川柳サーク ル

まずこ こ から 行動する

・ 新し い部会をつく る
・ SNS勉強会をやっ てみる /SNS、 SM Sで会議の案内を知ら す
・ シルバー川柳 /ク イ ズ
・ 文字を大きく し て、 興味を持っ ても ら う
・ 「 手伝いまし ょ う か？」 と 言われたら 、 具体的なお仕事をお願いする

取り 組めそう なこ と ・ 取り 組みたいこ と

・ 回覧板に目次を つける ・ SNS勉強会 ・ 文字を 大き く 、 写真を 多く

・ 若手世代にお手伝いし てほし いこ と を き ちんと お願いする



第3 回目 解決策を考える編
1 、 2 回の課題について解決法を考えてみる

テーマ C.地域が混ざり 合う ための交流の場を 具体的に考える

具体的な取組やアイ ディ ア

［ タ ーゲッ ト ： 3 0 代～5 0 代］
土日の昼間に集まる/後継者と し てこ の代がき てほし い/公民館のイ ベント に出てき てほし い
運営に入っ てき てほし い
［ 工夫］
若者が主体になっ たイ ベント があれば/チラ シを可愛く する/でき る時にでき る人ができ るこ と をし ても ら う /役員の免除や
分担などの取り 決め/会議の際に若者が置いてき ぼり になら ないよう に情報共有
［ 懇親会］
知り 合いになるための場と し て実施/対話のなかで交流/会議終わり の懇親会/運動会のあと には打ち上げがある/奉仕活動、
一斉清掃のあと に交流会/自治会役員×こ ども 会の保護者の交流
［ 雰囲気づく り ］
写真入り の自治会役員紹介 /広報物の手渡し /1 年間の行事や自治会が何をし ているか見える場
［ 既存のも のを バージョ ン アッ プ ］
懇親会、 打ち上げ /文化祭、 も ちつき、 豚汁/スポーツレク リ エーショ ン/バス旅行/ふるさ と 祭り

必要なも の
・ 年間スケジュ ールの地域全体の調整
・ お金、 場(食事会） ⇔こ おり 食堂（ 多世代交流の場）

連携し たい人・ 団体 まちづく り 協議会/公民館/小学校の委員会/こ ども 会/各種団体と 自治会の連携強化

まずこ こ から 行動する

・ 出来る時にと いう 案内をする
・ 役を1 つずつ分ける
・ 見守り 隊、 PTAと の懇親会
・ 知っ ている人に声かけを広げていく
・ あいさ つ活動のコ ミ ュ ニケーショ ン

［ 最初の一歩］
①小単位(5 世帯)でレク レーショ ン ②「 若いお父さ んに声掛けをする」 ③有償ボラ ンティ ア制度
（ →交流の場を設ける「 時間・ 日時を若い人が参加でき るよう 選ぶ、 子ども を連れて来れる環境」 ）
［ 次の一手］ ふるさ と 祭り ！！
（ 実行委員会は決まっ たメ ンバーなので子ども にお手伝いから 始めても ら う ）

取り 組めそう なこ と ・ 取り 組みたいこ と

・ 会議やイ ベン ト 後の懇親会の開催 ・ 既存のレ ク レ ーショ ン を バージョ ンアッ プ

・ 毎回でなく と も 、 来れる 時だけでも いいのでき てほし いこ と を 伝える

全3 回のワーク ショ ッ プを終えて
今後について

全3 回を通し ての成果
・ 郡校区の現状と 未来を共有するこ と ができ た。
・ 若手世代と 現役世代が共に話し 合う 場をも つこ と ができた。
・ 若手世代の意見と 現役世代の意見の相違点がみえた。
・ 広報、 会議、 交流の場についての具体的な取組がみえた。

今後の展開方向
・ 回覧板など各種広報物についての見やすさ 、 読みやすさ 検討
・ SNSを使っ た発信勉強会の実施
・ 会議やイ ベン ト 後の懇親会など、 無理のないつながり の場の検討
・ 若者の巻き 込み方（ 行事でのお手伝い項目など）

担い手の獲得について検討
・ 若いお父さ んの巻き 込み方の検討
・ 有償ボラ ンティ アのあり 方検討
・ 若い方中心の部会を つく る



問１ 出席者について

問２ ワークショップに参加して良かったと思いますか。

【理由】
①様々な意見が聞けたこと。
②色々な意見があった。
③いろいろな方（世代）との交流ができた。
④他の意見が聞けてよかった。
⑤年代のちがう方々と楽しくお話しができた。
⑥普段気になっていることを共有できたから。
⑦自分と違う考え方が参考になった。
⑧友達ができた。
⑨今後の自治会活動で勉強になった。
⑩話ができた（すすんだ）。
⑪色々な取り組みのideaや思いもつかない意見…参考。

問３ ワークショップの内容について

【理由】
①気がついた事があった。
②自治会加入方法、研修いいね。
③判り易かった。
④今後の役に立てたい。
⑤郡がずっと住み良い町で入れる様に思えた。
⑥これからの郡校区に必要だから。
⑦自治会で生かすことが出来ると思う。
⑧良い意見が聞けて良かった。
⑨みんなの考えている事が一致した。
⑩的をえていた。タイムリー
⑪当日にテーマについて考えなければならず大変であった。

地域活動の活性化に向けたワークショップ　アンケート集計（郡）

問１ 回答数
～40代 5
50代 3
60代 3
70代 13

80代以上 0

問２ 回答数
と て も 良 か っ た 9
良 か っ た 15
普 通 0
良 く な か っ た 0
未 回 答 0

問３ 回答数
と て も 良 か っ た 9
良 か っ た 13
普 通 2
良 く な か っ た 0
未 回 答 0



問４ ワークショップの時間について

問５ 今回のワークショップの経験を生かして、地域において継続して取組を進めたいと思いますか。

問６ 今回のワークショップ以外に取り上げたいテーマがあればお聞かせください。

①高齢者問題
②行事運営のあり方
③自主防災組織の立ち上げ、運営について意見交換
④防犯・不審者の現行犯にどう対応するか、予行演習をする必要がある！！
⑤もっと具体的に問題を取り組む。（例えば、あぶない道路をどうするとか．．．）
⑥今後の10年先を考える事
⑦みんなのサードプレイス（居場所）、公園をつくりたい。
⑧各自治会のやってる事を共有したい。
⑨子育て世代をターゲットにした、ワークショップ（保～大学）

問７ ワークショップの感想などをお聞かせください。

①地域活動の参考となった。
②いろんな方の意見が聞けて良かった。
③意見を言ってもやっぱり否定される方もいます。
④コミュニケーションがいかに重要かが分かった。それによって問題点を共有でき、
　 また、解決の足がかりにもなる。
⑤気分が晴れる思いがした！！
⑥ファシリテーターというお仕事がある事を知った。この要は話合いはとてもいいことだと思う。
⑦多くの親が出て、大変参考になりました。今後も地域内で続けたいと思います。
⑧年代を分けていただけたら話がしやすかったけど、ごちゃまぜにされると話がしずらかった。
⑨普段お話ができない方々といろいろなお話ができておもしろかったです。
　 でも、やはり、平日の夜は参加が難しかったです。
⑩発表がにがてだったが、実際になかって良かった。コミュニケーターの方がすばらしい。
⑪皆の発言をファシリテーター（第三者的に）がまとめてくれるのが良かった。。
⑫広報・会議・イベント・その他のシーンで考えられたが、将来に継続できる人材の発掘や
　 人選について考えるべき、人に関する考え、意見を。

問４ 回答数
長 か っ た 10
ち ょ う ど 良 か っ た 13
短 か っ た 0
未 回 答 1

問５ 回答数
思 う 19
どちらともいえ ない 5
思 わ な い 0
未 回 答 0
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ワークショップ当日資料等 

 

  



郡校区の今と こ れから の担い手で 

まちづく り を 考える 

～郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プ～

茨木市 校区ワーク ショ ッ プ

まちと し ごと 総合研究所

茨木市 校区ワーク ショ ッ プ

まちと し ごと 総合研究所

ごあいさ つ



茨木市 校区ワーク ショ ッ プ

まちと し ごと 総合研究所

地域活動の活性化に向けた 

ワーク ショ ッ プの概要

●少子高齢化に伴う人口減少や人口構造の変化

●自治会加入率の低下（約６０％）

●高齢化による担い手不足

●人々の価値観の変化

●ライフスタイルの多様化

【背景】

●核家族化、単身世帯や共働き世帯の増加

●自治会等の役員就任への負担感

●地域活動に対する負担感

【現状（課題）】



【影響】

●自治会等への未加入や脱会

「安全・安心で住みよいまちづくり」

●防犯、防災、福祉、環境などの自治会機能が縮小

への影響が懸念される。

地域コミュニティの維持・向上
～ 地域自治組織及び自治会活動の更なる活性化をめざして ～

●地域活動の活性化に向けたワークショップ及び意識調査
（課題の洗い出しから課題解決方策の検討）

〇地域行事開催等事業補助金（ふるさとまつり、地区体育祭等）

〇地域活動支援交付金

●宅建協会、不動産協会との連携（平成３１年２月協定締結）

●自治会加入促進月間の充実（ゴミ収集車から音声による啓発）

〇自治会の結成に向けた説明会の実施

●自治会表彰制度（役員、各種団体、事業者等）

〇自治会活動報償金

〇地域自治組織結成等支援交付金

【きっかけ】

コミュニティへの参加

【インセンティブ】
担い手の充実
自治会活動への参画

【地域の更なる活性化】

人材の育成
地域活動の活性化

「真に豊かで持続可能な地域社会」の実現

4



■ワークショップ対象及び目標

〇地域自治組織結成校区

地域コミュニティ基本指針

⇒「地域が主体的に行う取組」の一つである

「協議の場づくり」として実施。

〇地域自治組織未結成校区

地域コミュニティ基本指針

⇒「地域が主体的に行う取組」の一つである

「地域自治組織づくり」として実施。

目標「人材の育成、地域活動の活性化」

目標「担い手の充実、活動への参画」

本日のおおよその流れについて

時間 内容

1 9 :0 0 ～ ごあいさ つ、 趣旨説明

1 9 :1 0 ～ ワーク ショ ッ プの内容と 今後の流れ

1 9 :2 0 ～ 自己紹介をかねたウォ ーミ ングアッ プ

1 9 :3 0 ～ グループワーク

2 0 :3 0 ～ 全体での共有

2 0 :4 0 ～ 話し 合いの工夫・ 次回の連絡・ 閉会挨拶

2 0 :4 5 ～21 :0 0 閉会予定  ※話し 合いの進捗で前後し ます



農村的 

コ ミ ュ ニティ

都市的 

コ ミ ュ ニティ

趣味・ 感性 

コ ミ ュ ニティ

近 
代 
の 
暮 
ら  
し

自治を次へ変えていく 必要がでてき た昨今

郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プの目的

地域が「 画一的」 ではなく 考え方も 「 多様」

郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プの目的

現役で地域を支える 

担い手の視点

それを引き 継ぐ 世代の 

担い手の視点

まちのこ れから への視点

まちの現在への視点

取り 組み 

ヒ ント



郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プ～今後の流れ

令和元年 1 1 月2 2 日 1 9 :0 0 -2 1 :0 0
　 郡のまちのこ れから 編 

　 ・ グループで話し 合う 現在と 将来のまちについて

令和2 年    1 月2 2 日 1 9 :0 0 -2 1 :0 0
　 組織運営・ 若者の参加 編 

　 ・ 次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について

令和2 年    2 月5 日   1 9 :0 0 -2 1 :0 0
　 解決策を考える 編 

　 ・ 1 ,2 回の課題について解決法を考えてみる

未来へ向けた種（ 郡校区のよいと こ ろ ・ そのために改善し たほう がいい所）  

たく さ ん出す２ 回のワーク ショ ッ プ

郡校区のよいと こ ろ ・ そのために改善し たほう がいい所 

実際にさ ら に伸ばすためのアイ デアや解決策を考えてみる１ 回

より よい話し 合いをするために

フ ァ シリ テータ ーと いう 役割

中立な立場でみなさ んが話し やすい環境を整えます

郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プ



より よい話し 合いのためのお願い

中立な立場でみなさ んが話し やすい環境を整えます

① さ まざまな意見がでるこ と を全体で歓迎 

　 　 それは違う ！  → その発想はなかっ たな 

② 誰かのお話に乗っ かっての一言歓迎 

　 　 ×違う 意見を言わなければなら ない？ 

③ 自分の話は簡潔にサク サク と ！ 

④ 今日の話はこ こ だけ（ 肩書を忘れる）  

　    ×あの意見よかっ たから やってよ

郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プ

ではまず話し 合いのウォ ーミ ングアッ プ

お手元のA 4 サイ ズの用紙

郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プ

フ ァ シリ テータ ー

お名前 所属

校区の 

いいと こ ろ

今日 

どんな気持ちで 

来ら れまし た？



ではウォ ーミ ングアッ プから スタ ート ！

お手元のA 4 サイ ズの用紙

1 人2 分程度で、 合計1 0 分後にお声がけし ます

フ ァ シリ テータ ー

お名前 所属

校区の 

いいと こ ろ

今日 

どんな気持ちで 

来ら れまし た？

2 0 :2 0 分を目安に「 現在」 「 未来」 を考えまし ょ う

郡校区のいいと こ ろ

現状 未来

こ こ はウォ ーミ ン グ 

アッ プで練習し まし た！ 

も っ と あればぜひ！

郡校区のまちで 

気になるこ と

郡校区がも っ と  

こ う なってほし い

郡校区が 

こ う なっ たら  

嫌だな・ ・ ・



まちの「 現在」 「 未来」 を考えまし ょ う

郡校区のいいと こ ろ

現状

こ こ はウォ ーミ ン グ 

アッ プで練習し まし た！ 

も っ と あればぜひ！

郡校区のまちで 

気になるこ と

郡校区の現状を 共有 

し てみまし ょ う

みなさ んが 

気になっている 

「 まちの困り ごと 」  

「 まだでき ていないこ と 」  

「 気になるこ と 」  

は何ですか？

未来

郡校区がも っ と  

こ う なってほし い

郡校区の未来を 共有 

し てみまし ょ う

みなさ んの考える 

郡校区のより よい 

未来の姿 

はどんな未来ですか？

郡校区が 

こ う なっ たら  

嫌だな・ ・ ・

まちの「 現在」 「 未来」 を考えまし ょ う



急にまちの「 現在と こ れから 」 を～と 言われていも …

連想のヒ ント  

・ 自分が見たのは、 知っているのは～ 

・ こ んなも っ たいない話があって～ 

・ 昔と 比べて今は～ 

・ も っ と こ う なっ たら いいのに～ 

・ こ れ活用でき ていなく て～

郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プ

第１ 回は種がたく さ ん出るこ と がゴールです！ 
多ければ多いほどいいです！

郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プ 次回のお知ら せ

組織運営・ 若者の参加 編 

・ 校区の担い手がも っ と 参加し やすく なる 

　 運営の課題はなんでし ょ う か？ 

・ 校区の担い手が参加し たく なるには 

　 どんな工夫が考えら れますか？ 

1 月2 2 日 1 9 :0 0 ～2 1 :0 0  

郡コ ミ ュ ニティ センタ ー同会場　



郡校区の今と こ れから の担い手で 

まちづく り を 考える 

～郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プ②～

まちと し ごと 総合研究所

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

まちと し ごと 総合研究所

ごあいさ つ

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ



本日のおおよその流れについて

時間 内容

19 :0 0～ ごあいさ つ、 趣旨説明

19 :1 0～ 前回のおさ ら いと 話題提供

19 :2 0～ 自己紹介をかねたウォ ーミ ングアッ プ

19 :3 0～ グループワーク

20 :3 0～ 全体での共有

20 :4 0～ 話し 合いの工夫・ 次回の連絡・ 閉会挨拶

20 :45～21 :0 0 閉会予定  ※話し 合いの進捗で前後し ます

令和元年 11月22日 19 :0 0 -2 1 :0 0
　 郡のまちのこ れから 編 

　 ・ グループで話し 合う 現在と 将来のまちについて

令和2年    1月22日 19 :0 0 -21 :0 0
　 組織運営・ 若者の参加 編 

　 ・ 次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について

令和2年    2月5日   1 9 :0 0 -2 1 :0 0
　 解決策を考える 編 

　 ・ 1 ,2 回の課題について解決法を考えてみる

未来へ向けた種（ 郡校区のよいと こ ろ ・ そのために改善し たほう がいい所）  

たく さ ん出す２ 回のワーク ショ ッ プ

実際にさ ら に伸ばすためのアイ デアや解決策を考えてみる１ 回

前回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供



前回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供

郡校区のいいと こ ろ

現状 未来

こ こ はウォ ーミ ン グ 

アッ プで練習し まし た！ 

も っ と あればぜひ！

郡校区のまちで 

気になるこ と

郡校区がも っ と  

こ う なってほし い

郡校区が 

こ う なっ たら  

嫌だな・ ・ ・

前回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供

・ 自然が豊かである/暮ら し やすい環境 

・ 子ども の見守り 活動が活発 

・ 年配の方が元気 

・ 自治会・ 地域行事（ 祭） が活発 

・ 放課後子ども 教室があり がたい 

・ 近隣と のコ ミ ュ ニケーショ ンが活発

現状 未来

郡校区のまちで気になるこ と

郡校区がも っ と こう なってほし い

郡校区がこう なっ たら 嫌だな・ ・ ・

郡校区のいいと こ ろ  

・ 街灯が少なく て暗い,交通量,交通マナー 

・ ひと り 暮ら し の高齢者,引き こ も り がち 

・ 放課後教室の子ども が減ってきている 

・ 自治会,子ども 会の役員の高齢化,不足 

・ 新し い方の自治会への参加が少ない 

・ 活動者がいつも 一緒になってし まう

・ 年配の方がいき いきと 健康なまち 

・ 好き な事や趣味でつながる環境 

・ 子連れで参加でき るよう なイベント  

・ 役員の負担が減るよう な運営方法の模索 

・ 自治会に全戸加入してほし い（ より 平等に）  

・ 若い人が集まる場所がも っ と あってほし い 

・ 公園がも っ と 増えてほし い 

・ 防災の課題,避難所がも っ と 増えてほし い 

・ 住みたいと 思えるまちになってほし い

・ 地域活動や人に無関心なまち 

・ 自治会のメ ンバーが固定化さ れるよう なまち 

・ 担い手がいないまち 

・ 子ども が減っ たり 学校がなく なっていく まち 

・ 地域の行事が理由なく 減っていく よう なまち 

・ 若者の視点や意見を邪魔するよう なまち



前回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供
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回答者の年齢構成
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問５ 　 あなたは、 地域住民の交流・ 連携が進んでいると 思いますか。
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問19 　 取り 組んでいる課題　 ③役員の負担が大きく 、 担い手がいない

はい
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茨木市

郡

郡

問20 　 所属している地域組織の活動において、 様々な年代の地域住民の方々が 

参加していただけるよう な工夫をさ れていますか。

『 2 01 9年 茨木市地域コ ミ ュ ニティ 活性化に関するアンケート 結果（ 速報） 』  

１ 回目のワーク でのご意見が裏付けら れています

より よい話し 合いをするために

フ ァ シリ テータ ーと いう 役割

中立な立場でみなさ んが話し やすい環境を整えます

今回も より よい話し 合いのために



より よい話し 合いのためのお願い

中立な立場でみなさ んが話し やすい環境を整えます

① さ まざまな意見がでるこ と を全体で歓迎 

　 　 それは違う ！  → その発想はなかっ たな 

② 誰かのお話に乗っ かっての一言歓迎 

　 　 ×違う 意見を言わなければなら ない？ 

③ 自分の話は簡潔にサク サク と ！ 

④ 今日の話はこ こ だけ（ 肩書を忘れる）  

　    ×あの意見よかっ たから やってよ

今回も より よい話し 合いのために

ではまず話し 合いのウォ ーミ ングアッ プ

お手元のA4 サイ ズの用紙

フ ァ シリ テータ ー

お名前 所属

若者が「 参加し やすい」 ためにはどんなこ と が大事？ 

（ どんな組織？会議？）

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ



シーン別 若者が参加し にく いかも …を考える

参加が難し く なるのはなぜだろ う ？

参加し にく いかも …と 思う シーン それを変える ためには…（ こ う 変えたら …）

イ  

ベ 

ン  

ト

会 

議

広 

報

そ 

の 

他

連想のヒ ント  

・ 自分が見たのは、 知っているのは～ 

・ こ んなも っ たいない話があって～ 

・ 昔と 比べて今は～ 

・ も っ と こ う なっ たら いいのに～ 

・ こ れ活用でき ていなく て～

「 急に意見を求めら れても …」 と いう 方

第２ 回も 種がたく さ ん出るこ と がゴールです！ 
多ければ多いほどいいです！



次回のお知ら せ

解決策を考える 編 

①若者が参加し たく なる改善方法 

　 ②まちの課題を解決する取り 組みアイ デア 

2 月5日 1 9 :0 0 ～2 1 :0 0  

郡コ ミ ュ ニティ センタ ー同会場　



郡校区の今と こ れから の担い手で 

まちづく り を 考える 

～郡校区まちづく り ワーク ショ ッ プ③～

まちと し ごと 総合研究所

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ

まちと し ごと 総合研究所

ごあいさ つ

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ



本日のおおよその流れについて

時間 内容

19 :0 0～ ごあいさ つ、 趣旨説明

19 :1 0～ 前回のおさ ら いと 話題提供

19 :2 0～ 自己紹介をかねたウォ ーミ ングアッ プ

19 :3 0～ グループワーク

20 :3 0～ 全体での共有

20 :4 0～ 話し 合いの工夫・ 閉会挨拶

20 :45～21 :0 0 閉会予定  ※話し 合いの進捗で前後し ます

令和元年 11月22日 19 :0 0 -2 1 :0 0
　 郡のまちのこ れから 編 

　 ・ グループで話し 合う 現在と 将来のまちについて

令和2年    1月22日 19 :0 0 -21 :0 0
　 組織運営・ 若者の参加 編 

　 ・ 次の担い手が参加し やすく なるまちづく り について

令和2年    2月5日   1 9 :0 0 -2 1 :0 0
　 解決策を考える 編 

　 ・ 1 ,2 回の課題について解決法を考えてみる

未来へ向けた種（ 郡校区のよいと こ ろ ・ そのために改善し たほう がいい所）  

たく さ ん出す２ 回のワーク ショ ッ プ

実際にさ ら に伸ばすためのアイ デアや解決策を考えてみる１ 回

前回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供



郡校区のいいと こ ろ

現状 未来

こ こ はウォ ーミ ン グ 

アッ プで練習し まし た！ 

も っ と あればぜひ！

郡校区のまちで 

気になるこ と

郡校区がも っ と  

こ う なってほし い

郡校区が 

こ う なっ たら  

嫌だな・ ・ ・

第１ 回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供

第１ 回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供

・ 自然が豊かである/暮ら し やすい環境 

・ 子ども の見守り 活動が活発 

・ 年配の方が元気 

・ 自治会・ 地域行事（ 祭） が活発 

・ 放課後子ども 教室があり がたい 

・ 近隣と のコ ミ ュ ニケーショ ンが活発

現状 未来

郡校区のまちで気になるこ と

郡校区がも っ と こう なってほし い

郡校区がこう なっ たら 嫌だな・ ・ ・

郡校区のいいと こ ろ  

・ 街灯が少なく て暗い,交通量,交通マナー 

・ ひと り 暮ら し の高齢者,引き こ も り がち 

・ 放課後教室の子ども が減ってきている 

・ 自治会,子ども 会の役員の高齢化,不足 

・ 新し い方の自治会への参加が少ない 

・ 活動者がいつも 一緒になってし まう

・ 年配の方がいき いきと 健康なまち 

・ 好き な事や趣味でつながる環境 

・ 子連れで参加でき るよう なイベント  

・ 役員の負担が減るよう な運営方法の模索 

・ 自治会に全戸加入してほし い（ より 平等に）  

・ 若い人が集まる場所がも っ と あってほし い 

・ 公園がも っ と 増えてほし い 

・ 防災の課題,避難所がも っ と 増えてほし い 

・ 住みたいと 思えるまちになってほし い

・ 地域活動や人に無関心なまち 

・ 自治会のメ ンバーが固定化さ れるよう なまち 

・ 担い手がいないまち 

・ 子ども が減っ たり 学校がなく なっていく まち 

・ 地域の行事が理由なく 減っていく よう なまち 

・ 若者の視点や意見を邪魔するよう なまち



前回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供

5 0 歳以上 5 0 歳以下

広報

状況

・ 回覧板を見ても ら えない 

・ 事後報告が多い 

・ 一方通行で意見を聞けていない 

・ 内容が固い、 おも し ろく ない 

・ 文章を使いまわし ている 

・ アナログな印象を受ける

・ 明朝体は固い雰囲気が出る 

・ パッ と みて中身や内容がわから ない 

・ 面白みがあるやわら かい雰囲気 

・ 回覧板、 掲示板し かお知ら せがない 

工夫

・ チラ シの全戸配布 

・ SN Sの活用 

・ 文字は少なく 写真を多用 

・ ク イ ズ 

・ 直接会って話をする機会を増やす

・ フ ォント を変える 

・ 強制感がでないよう な親し みやすさ  

・ 子ども から 親に直接渡すよう な仕組み 

・ タ ーゲッ ト を明確にし て「 私に届いたも  

　 のだ」 と わかるよう に 

・ イベント の後に参加の確認をし たり 、 直 

　 接あう 場を活かす

前回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供

5 0 歳以上 5 0 歳以下

会議

状況

・ 参加し なく ても 困ら ない内容 

・ 会議が長い 

・ 決定事項が多く 意見を言えない 

・ 行事なども 決まっ ている 

・ 共働きが多く 昼間は難し い 

・ 決まっ た事の報告になっている

・ 参加し ている方の顔が見えない 

・ 知り 合いがおら ず1 人だと 参加し にく い 

・ 固定し たメ ンバー関係ができている 

・ いける範囲の参加だと 内容が飛び飛びで 

　 議論についていけない 

・ 話し 合いではなく 、 報告になっている 

・ 意見を言う と 会議が伸びて申し 訳ない 

・ 子育てで時間帯によっ て参加できない

工夫

・ 参加者が発言でき る場にする 

・ 受け入れら れるよう な雰囲気 

・ 時間を短く 、 内容を先に知ら せる 

・ 若い人の参加し やすい時間や日程 

　 の工夫 

・ 食事を出す

・ 楽し いも の＋会議などの組合わせ 

・ 楽し いこ と が目に見える工夫 

・ 聞く 会議と 話し 合う 会議を分ける 

・ なぜ参加するのか行く 意味を明確にする 

・ おやつがでる、 会長が率先し て食べる 

・ 参加でき ない際のLINEなどの内容共有 

・ LINEで意見が言える仕組み 

・ ビデオチャ ッ ト などでネッ ト で参加



前回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供

5 0 歳以上 5 0 歳以下

イベ

ント

状況

・ 若者が興味をも つイベント が行われて 

　 いない 

・ 限ら れた人で運営し ている 

・ 子ども と 参加でき るも のが少ない 

・ 高齢者中心で入り にく い 

・ 役割がふら れていない 

・ イベント の意味が理解さ れていない 

・ 飲み食いの交流がない

・ 全体的にはみんな参加し ている認識 

・ そも そも みんな参加し ているのだろ  

　 う か…と 思っ て参加し ている人と 参 

　 加し ない人がいる 

→結局誰も いない！と か、 知っ ている 

　 人がいてよかっ たーと いう 気持ち 

・ 防災訓練などいかなければいけない 

　 のはわかるが、 つい忘れてし まう

工夫

・ 行事や内容を若者のアイ デアに任す 

・ 新し いイベント をつく る 

・ 行事のこ の指と まれ方式 

・ 参加者が発言でき る場にする 

・ 受け入れら れるよう な雰囲気 

・ 時間を短く 、 内容を先に知ら せる 

・ 若者の参加し やすい時間や日程の工夫

・ 何回も お便り がき たので今回も 行く  

　 こ と にし た 

・ 今回のワーク ショ ッ プのよう に意見 

　 を言う と か、 何をすればいいか、  

　 わかっているも のは行きやすい

前回ワーク ショ ッ プのおさ ら い・ 話題提供

5 0 歳以上 5 0 歳以下

その

他

状況

・ 若い人同士の話し 合いの場がない 

・ 独身者が多い、 居場所がわから ない 

・ 惰性で粛々と 続ける雰囲気 

・ 高齢者に叱ら れるこ と が多い 

・ 一度入っ たら 抜けら れない雰囲気 

・ 手伝っ ても ら う 際の指示役が少ない 

・ そも そも 若者世代は働いているの 

　 で、 「 こ の世代は参加し にく い」 と  

　 いう 前提で考えるこ と も 必要ではな 

　 いか

工夫

・ 若者の意見を受け入れる、 見守る 

・ 飲み会などを行って横のつながり を強 

　 く する、 顔見知り を増やす 

・ あいさ つ運動 

・ 組長が後継者を探す意識を持つ 

・ 前会長が集まっ て話をする場を設ける



今回のテーマ（ 新し く つく る、 こ れまでを活かす）

A
若者が地域を知るための入り 口や広報のあ

り 方を具体的に考える！

B
若者と 地域が一緒に楽し める会議のあり 方

やルールを具体的に考える！

C
若者が地域と 混ざり 合う ための交流の場を

具体的に考える！

D その他、 こ の解決策を考えたい！

今回のテーマ（ 新し く つく る、 こ れまでを活かす）

今座っているテーブルの中で 

1 ～５ の番号を１ 人ずつにふってく ださ い 

※なるべく 偏り の出ないよう にお願いし ます

1 2 3 4 5 2



決めら れた数字ごと に席を移動し てく ださ い

選んだ１ ～５ のテーブルにご移動を おねがいし ます！ 

テーブルには１ ～５ の番号の紙を おいています

5

12

3

4

スク リ ーン

プロジェ ク ト シート

プロジェ ク ト シート

テーマ

具体的な 

取り 組みや 

アイ デア 

※複数でも 可

必要なも の 

応援

連携し たい 

人・ 団体

まずこ こ から  

行動する



プロジェ ク ト シート

プロジェ ク ト シート （ 参考例）

テーマ 若者が地域を知るための入り 口や広報のあり 方を具体的に考える！

具体的な 

取り 組みや 

アイ デア 

※複数でも 可

例） 広報を考える若者と 現役の集まり をつく る　 LINEを使っ た電子掲示板　  

　 　 転居し てきた人 案内パンフ レッ ト や懇親ツアー 等

必要なも の 

応援

例） 既存の広報誌の活用　 デザイ ンを手書き も 交える　 予算◯円く ら い　 等

連携し たい 

人・ 団体

例） 作成チームと の連携　 学校組織での配布依頼の強化　 等

まずこ こ から  

行動する

例） 来月の作成委員会に◯◯さ んと ◯◯さ んに声をかけて参加し ても ら う  

　 　 LINEの勉強会をする

より よい話し 合いのためのお願い

中立な立場でみなさ んが話し やすい環境を整えます

① さ まざまな意見がでるこ と を全体で歓迎 

　 　 それは違う ！  → その発想はなかっ たな 

② 誰かのお話に乗っ かっての一言歓迎 

　 　 ×違う 意見を言わなければなら ない？ 

③ 自分の話は簡潔にサク サク と ！ 

④ 今日の話はこ こ だけ（ 肩書を忘れる）  

　    ×あの意見よかっ たから やってよ

今回も より よい話し 合いのために



ではまず話し 合いのウォ ーミ ングアッ プ

お手元のA4 サイ ズの用紙

フ ァ シリ テータ ー

お名前 所属

わたし が選んだテーマは◯ 

なんでこ のテーマを選びまし たか？

地域活動の活性化に向けたワーク ショ ッ プ


